
9.経営トツプは,本憲章の精神の実現が自らの役割であることを認識し,率
先垂範の上.社内に徹底するとともにlグル-プ企業や取引先に周知きせ
るo またl社内外の声を常時把撞L実効ある社内体制の整備を行うとと
もにl企業倫理の徹底を図るo

+1背 景診

くり企業倫理の重要性に関する認識の高まり
企業の活動範囲が拡大し,市民生活の隅々にまで関わりをもっている今日,

企業の行動は直接市民生活に大きな影響を与えるようになっている.また,事
業活動のグロ-バル化に伴い-企業に関する諸問題は単に-国の間題として片
づけられなくなっているo
国民の関心がr量Jから r質Jへと転化しl多様な価値観が共存する時代と

なる中で,消責者は生活環境の改善や地球環境保護の実現を要求するようにな
っているo企業をみる社外の目や要求が厳しくなJる-方で1雇用形態の多様化
等により,企業をみる従業貞の目も-様ではなくなっているo
このような状況の中で-企業が社会から信頼と共感を得るためには1経営ト

ップが先頭に立ち1コンプライアンスが企業の社会的責任くC S.RJの基本で

あることを再確認し-社会的に有用な製品やサ-ビスを提供するとともに1不
祥事の発生を未然に防止して企業倫埋にかなった企業行動を確立することがま
すます重要になっているo情報化の進展の中では1企業の不祥事にまつわる不
利益な情報を隠し続けることは不可能となっているo

く2 J企業活動の現場での不祥事に対する批判の強まり
1980年代後半から1990年代にかけての企業不祥事は,政官界の汚職事件,バ

ブル経済の崩壊に伴う損失補填間題や乱脈融資などの金融不祥事,反社会的勢
力への利益供与事件等ー企業が外部との関係におけるものであったo
これに対してZOOO年以降は1製温研究開発1営業など業務わ現場で違法行

為や不祥事が発生しているo企業活動そめものに関わる不祥事であることか
ら,それらを隠蔽することでさらに問題が深刻化しl消費者や国民の信頼を失
うという事態に至っているo経営トップ層の退障のみならず,企業そのものが
市場から退場するに至ったケ-スもあるo
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